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循環器病総合支援センター
脳卒中相談窓口だより 第3号

循環器病（脳卒中等も含む）に関する疑問や不安、
悩みに対し専従相談員（看護師）が皆様のお話を伺い
、一緒に考え問題を解決するお手伝いをしています。
対象：子供から大人まで・患者ご本人様はもちろん家
族・友人でも可・匿名相談可能・予約不要・無料・お
電話でも直接お越しいただいても結構です。

受付時間：月-金（祝日除く）9-12時・13-16時
電話番号：075-251-5824

循環器病総合支援センター・脳卒中相談窓口だより発行およびお問い合わせ先：京都府立医科大学附属病院
患者サポートセンター 循環器病総合支援センター・脳卒中相談窓口 075-251-5824

＊循環器病総合支援センター
脳卒中相談窓口のご案内＊

病院１階

＊寒さが厳しくなってまいりました＊
今回の特集は、「寒い時期に怖い…低体温症」について

冬の寒さもいよいよ本番！寒さにともない健康障害もおこりやすく、特に
室内温度２０度以下の環境下に長時間いることで低体温症を引き起こし、高
齢者では救急搬送される例もあります。あまり耳にすることの少ない低体温
症ですが、実は循環器病にはとても怖い症状でもあります。そこでいつもの
生活を振り返っていただくチェックリストです。

低体温にならないためのライフスタイルチェックリスト
□特に寒い日は、ウォーキングを控えている
□自宅でテレビなどを見ている時に意識的に体を動かしている
□４０℃前後のお湯での入浴は１０分前後にしている
□ 入浴前後の脱衣所は浴室に準じた温度にあたためている
□ 体をあたためる食材を意識して調理している
□ あたたかい飲み物を摂るようにしている
□ 外出時にはかならず防寒をこころがけている
□ 室内でも厚手の靴下やレッグウォーマー履いている
□ 加湿器を使用している

詳しいアドバイスが聞きたい方は

体温は免疫力に大きく関与しており平熱を保つことで免疫力も維持されるとい
われています。感染症が循環器病の悪化原因となっております。寒さ対策をしっ
かりしていただき、感染予防にこころがけ、この後も続く冬の寒さを乗り切って
いきましょう。

患者
相談

②番窓口にお声かけ
ください

＊今年度の府民公開講座のご案内＊
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